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本
文
学
研
究
会
平
成
二
十
六
年
二
月
十
九
日
和
語
と
し
て
の
「
こ
ふ
（
甲
）」
教
授
山
田
潔
「
甲
羅
」「
亀
の
甲
」
な
ど
の
「
甲
」
は
一
般
に
字
音
語
と
考
え
ら
れ
て
い
る
が
、
字
音
語
の
場
合
は
呉
音
漢
音
と
も
に
「
か
ふ
」
で
あ
り
、
「
こ
ふ
」
と
い
う
字
音
は
見
ら
れ
な
い
。
ま
た
、
漢
語
「
甲
」
は
本
来
「
よ
ろ
い
」
の
意
味
で
あ
り
、
そ
の
も
の
の
全
体
を
包
む
も
の
で
あ
る
。
一
方
、
「
こ
ふ
（
甲
）」
は
緩
や
か
に
湾
曲
し
た
「
背
面
」
ま
た
は
「
表
側
」
を
意
味
す
る
。
さ
ら
に
、
『
玉
塵
抄
』
に
は
、
中
国
側
に
対
し
、
日
本
側
を
意
味
す
る
も
の
と
し
て
「
こ
こ
ら
に
言
ふ
」
と
い
う
表
現
が
し
ば
し
ば
用
い
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
「
こ
ふ
（
甲
）」
に
つ
い
て
も
そ
の
よ
う
な
指
摘
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
「
甲
虫
」
の
「
甲
」
に
つ
い
て
「
甲
ハ
コ
ウ
ト
コ
ヽ
ラ
ニ
ハ
云
ソ
」
と
あ
る
。
そ
の
こ
と
か
ら
、
室
町
期
に
お
い
て
、
訓
、
す
な
わ
ち
、
和
語
で
あ
る
と
把
握
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
「
こ
ふ
（
甲
）」
が
和
語
で
あ
る
と
い
う
意
識
は
古
く
か
ら
存
し
た
。
た
と
え
ば
、
『
観
智
院
本
類
聚
名
義
抄
』
に
は
「
和
音
カ
フ
」
と
あ
り
、
列
挙
さ
れ
て
い
る
和
訓
の
最
初
に
「
コ
フ
」
が
登
載
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
江
戸
期
に
入
る
と
、
開
合
の
混
乱
の
結
果
、
開
音
「
か
ふ
」
と
合
音
「
こ
ふ
」
と
の
区
別
が
付
か
な
く
な
っ
た
た
め
、
「
こ
ふ
（
甲
）」
が
字
音
語
と
し
て
意
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。
平
成
二
十
六
年
度
大
学
院
日
本
文
学
専
攻
修
士
論
文
題
目
○『
源
氏
物
語
』
と
『
史
記
』
王
歓
平
成
二
十
六
年
度
大
学
院
言
語
教
育
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
専
攻
（
日
本
語
教
育
）
修
士
論
文
題
目
○
中
国
人
上
級
日
本
語
学
習
者
の
日
本
語
の
「
断
り
表
現
」
に
つ
い
て
の
考
察
日
本
語
母
語
話
者
の
評
価
か
ら

青
華
平
成
二
十
六
年
度
日
本
語
日
本
文
学
科
卒
業
論
文
題
目
○
芥
川
龍
之
介
の
死
生
観
晩
年
の
作
品
を
中
心
に

岸
川
ひ
と
み
○
狂
言
「
魚
説
法
」
の
研
究
田
川
眞
帆
○
親
疎
関
係
と
ス
タ
イ
ル
シ
フ
ト
矢
田
真
菜
○
記
紀
に
お
け
る
嫉
妬
す
る
大
后
像
に
つ
い
て
青
木
菜
津
子
○
源
氏
物
語
と
薫
り
石
川
真
帆
○
商
品
広
告
の
表
現
法
石
原
舞
子
○
関
東
と
関
西
の
ジ
ャ
ニ
ー
ズ
タ
レ
ン
ト
は
ゲ
ス
ト
に
ど
の
よ
う
に
話
す
か
「嵐
に
し
や
が
れ
」
と
「
関
ジ
ャ
ニ
の
仕
分
け
∞
」
を
比
較
し
て

磯
野
絵
璃
奈
○
ベ
ト
ナ
ム
の
日
本
語
教
育
に
お
け
る
漢
字
教
育
井
手
涼
香
○
異
類
婚
姻
譚
の
考
察
今
泉
奏
絵
○
息
長
帯
日
売
命
考
皇
統
を
保
持
す
る
大
后

今
園
美
咲
○
ド
ラ
マ
「
家
政
婦
の
ミ
タ
」
の
話
し
言
葉
の
特
徴
の
分
析
日
中
の
字
幕
の
比
較
か
ら

ウ
ギ
ョ
ウ
メ
イ
○
日
本
人
の
英
語
学
習
に
対
す
る
意
識
上
田
真
里
○
安
房
直
子
作
品
に
お
け
る
異
世
界
浦
塚
春
奈
○
時
代
小
説
に
お
け
る
役
割
語
小
田
裕
理
江
○
源
氏
物
語
論
恩
田
麻
依
子
○
明
治
の
「
書
生
」
近
代
文
学
を
中
心
に

柿
本
朝
子
○
森
外
研
究
「牛
鍋
」
の
解
釈
を
中
心
に

加
藤
千
彩
○
遠
藤
周
作
「
砂
の
城
」
論
可
徳
志
保
美
○
歌
詞
の
今
昔
川
鍋
杏
子
○『
不
思
議
の
国
の
ア
リ
ス
』
に
お
け
る
子
ど
も
像
と
大
人
像
京
須
早
紀
○
現
代
に
お
け
る
敬
語
の
誤
用
と
そ
の
背
景
に
つ
い
て
小
池
加
称
○
日
本
語
学
習
者
の
発
話
の
評
価
に
つ
い
て
小
屋
里
帆
○
谷
崎
潤
一
郎
研
究
そ
の
女
性
像
を
中
心
と
し
て

齋
藤
那
都
美
○
葵
の
上
の
人
物
像
と
そ
の
人
間
関
係
坂
口
菜
摘
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○
表
現
媒
体
と
表
現
法
佐
藤
光
○
山
東
京
伝
研
究
島
田
香
子
○
倭
建
命
像
の
考
察
鈴
木
彩
美
○
紫
の
上
と
明
石
の
君
の
比
較
鈴
木
百
合
○
書
聖
王
羲
之
論
鈴
木
稚
菜
○
少
女
小
説
に
お
け
る
ヒ
ロ
イ
ン
像
の
変
遷
隅
田
茜
○
太
宰
治
「
走
れ
メ
ロ
ス
」
玄
花
○
源
氏
物
語
論
田
名
網
杏
奈
○
森
外
研
究
歴
史
小
説
に
お
け
る
女
性
像

知
野
由
香
里
○『
宇
治
拾
遺
物
語
』
の
研
究
手
塚
彩
奈
○「
青
い
小
さ
な
葡
萄
」
論
東
海
萌
○「
忠
臣
蔵
」
に
お
け
る
人
間
性
の
研
究
中
川
ま
ど
か
○「
行
人
」
に
お
け
る
人
間
関
係
の
構
造
に
つ
い
て
中
島
梨
絵
○
太
宰
治
「
ヴ
ィ
ヨ
ン
の
妻
」
論
西
舘
美
樹
○
遠
藤
周
作
「
深
い
河
」
論
野
村
奈
々
恵
○
江
國
香
織
に
お
け
る
恋
愛
観
迫
間
妙
子
○
曹
植
の
文
学
と
生
涯
長
谷
川
瞳
○『
御
伽
草
子
』
の
研
究
『鼠
の
草
子
』
を
中
心
に

八
田
羽
可
菜
○
江
國
香
織
作
品
に
お
け
る
飲
み
物
に
つ
い
て
濱
野
陽
子
○
太
宰
治
「
人
間
失
格
」
論
日
比
麻
由
○
谷
崎
潤
一
郎
の
美
学
『春
琴
抄
』
を
中
心
に

藤
田
彩
○「
と
り
か
へ
ば
や
物
語
」
の
研
究
本
嶋
早
希
○
宮
本
輝
論
日
常
と
死
に
つ
い
て

松
田
奈
々
○「
こ
そ
あ
ど
の
森
」
の
不
思
議
谷
口
明
日
望
○
安
部
公
房
「
カ
ン
ガ
ル
ー
ノ
ー
ト
」
論
山
田
ひ
と
み
○
夏
目
漱
石
作
品
に
お
け
る
女
性
「三
四
郎
」
を
中
心
に
山
道
紫
乃
○
古
事
記
に
お
け
る
「
火
」
山
脇
由
貴
○
唐
詩
と
湘
君
伝
説
吉
田
汐
織
○
鶴
屋
南
北
『
隅
田
川
花
御
所
染
』
論
青
木
佑
里
恵
○
森
外
研
究
「普
請
中
」
を
中
心
に

秋
馬
未
明
○
現
代
日
本
語
の
表
記
法
伊
澤
香
織
○
名
字
か
ら
み
た
漢
字
井
上
唯
○『
歯
車
』
芥
川
の
心
理
を
作
品
か
ら
探
る

植
村
麻
樹
○
遊
女
と
こ
と
ば
大
澤
明
恵
○
芥
川
龍
之
介
「
切
支
丹
物
」
研
究
大
塚
玲
菜
○『
曽
根
崎
心
中
』
研
究
大
塚
真
穂
○
大
鏡
論
大
場
遥
奈
○『
篁
山
竹
林
寺
縁
起
絵
巻
』
の
研
究
岡
本
夏
奈
○
日
本
語
学
習
者
の
漢
字
習
得
小
倉
佐
友
里
○
言
文
一
致
の
研
究
長
嶋
美
優
○『
酒
呑
童
子
』
の
研
究
小
沼
友
里
恵
○
ラ
ジ
オ
ソ
ロ
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
の
リ
ス
ナ
ー
へ
の
働
き
か
け
の
発
話
の
分
析
加
藤
美
衣
○
石
坂
洋
次
郎
『
青
い
山
脈
』
論
草
谷
汐
里
○
漫
画
に
見
ら
れ
る
役
割
語
國
友
柚
見
○
宮
沢
賢
治
『
銀
河
鉄
道
の
夜
』
論
小
林
麻
衣
○
高
知
方
言
の
研
究
小
松
友
里
○
日
韓
バ
イ
リ
ン
ガ
ル
児
童
の
言
語
使
用
権
秀
貞
○「
死
霊
解
脱
物
語
聞
書
」
研
究
今
間
優
子
○
梨
木
香
歩
『
裏
庭
』
考
佐
藤
和
芽
○
昭
和
女
子
大
学
は
ど
の
よ
う
に
語
ら
れ
る
の
か
共
学
と
女
子
大
学
の
学
生
の
会
話
の
比
較
か
ら

三
宝
幸
穂
○
デ
ィ
ズ
ニ
ー
映
画
の
ヒ
ロ
イ
ン
の
女
性
言
葉
の
分
析
日
本
語
版
の
字
幕
を
対
象
に

首
藤
久
乃
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○
女
性
向
け
恋
愛
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
ゲ
ー
ム
の
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
の
表
現
の
方
法
の
分
類
杉
山
智
美
○
李
賀
詩
に
描
か
れ
る
女
性

砂
千
晶
○
遠
藤
周
作
「
侍
」
論
清
野
李
歩
○
小
林
一
茶
「
七
番
日
記
」
の
研
究
竹
中
い
さ
子
○
歌
川
国
芳
の
研
究
代
香
菜
子
○
音
声
表
現
と
文
字
表
現
ニ
ュ
ー
ス
番
組
の
テ
ロ
ッ
プ
に
よ
る

壷
坂
萌
○
芥
川
龍
之
介
の
母
親
像
児
童
文
学
等
か
ら
冨
岡
朋
恵
○
遠
藤
周
作
『
海
と
毒
薬
』
論
中
村
友
香
○
商
品
名
に
現
れ
た
オ
ノ
マ
ト
ペ
新
村
光
穂
○
小
川
未
明
作
品
に
お
け
る
子
供
像
橋
本
彩
保
○
意
見
表
明
に
お
け
る
意
識
調
査
長
谷
川
久
瑠
実
○
御
伽
草
子
『
さ
ざ
れ
石
』
の
研
究
畑
早
良
紗
○
ミ
ス
テ
リ
ー
映
画
鑑
賞
後
の
雑
談
の
分
析
話
題
と
解
釈
の
表
し
方
に
着
目
し
て

藤
田
亜
衣
○
国
語
辞
典
に
お
け
る
収
録
後
の
変
遷
藤
沼
恭
佳
○「
東
海
道
中
膝
栗
毛
」
か
ら
見
る
江
戸
時
代
の
庶
民
の
文
化
松
崎
春
香
○
大
伴
坂
上
郎
女
の
歌
の
世
界
怨
恨
歌
を
中
心
に

三
森
早
記
○
ラ
ジ
オ
ト
ー
ク
番
組
に
お
け
る
話
題
の
提
供
と
展
開
の
分
析
メ
イ
ン
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
と
ア
シ
ス
タ
ン
ト
の
比
較

峯
嶋
愛
○
上
田
秋
成
の
死
生
観
に
つ
い
て
村
田
明
日
華
○
芥
川
龍
之
介
論
晩
年
の
作
品
を
め
ぐ
っ
て

八
木
下
陽
子
○
デ
ィ
ズ
ニ
ー
映
画
の
登
場
人
物
の
描
か
れ
方
の
分
析
安
旨
麻
耶
○
蛇
神
信
仰
に
つ
い
て
山
口
郁
美
○
御
伽
草
子
に
お
け
る
地
獄
の
世
界
合
戦
物
を
中
心
と
し
て

吉
田
凜
子
○
江
戸
川
乱
歩
論
「Ｄ
坂
の
殺
人
事
件
」
を
中
心
に

米
山
瑛
里
加
○
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
上
の
依
頼
の
や
り
と
り
の
分
析
異
な
る
人
間
関
係
の
グ
ル
ー
プ
を
比
較
し
て

相
澤
麻
里
○
尾
崎
翠
論

味覚
を
視
座
と
し
て

青
木
伽
奈
恵
○
神
剣
伝
承
国
譲
り
神
話
神
武
東
征
伝
承
を
中
心
に

秋
田
依
里
香
○
上
代
文
学
に
お
け
る
「
わ
に
」
荒
井
郁
美
○
山
伏
狂
言
の
研
究
池
田
千
尋
○
志
賀
直
哉
と
家
族
『和
解
』
を
中
心
に

市
橋
佳
菜
○
紫
の
上
の
生
涯
市
村
純
麗
○
小
学
校
中
学
校
の
国
語
教
科
書
に
お
け
る
女
性
の
描
か
れ
方
の
分
析
大
山
茜
○
日
本
語
ら
し
さ
に
つ
い
て
奥
井
春
菜
○
川
端
康
成
『
山
の
音
』
論
小
室
さ
や
か
○
コ
ン
ビ
ニ
の
店
員
と
客
の
レ
ジ
で
の
や
り
と
り
の
分
析
バ
イ
ト
敬
語
の
観
点
か
ら

片
倉
千
晴
○
継
子
譚
研
究
加
藤
恵
○
森
外
「
舞
姫
」
研
究
人
物
像
を
中
心
に

金
澤
美
咲
○
談
話
に
お
け
る
コ
ー
ド
ス
イ
ッ
チ
金
子
早
希
○
長
崎
方
言
に
お
け
る
文
末
詞
の
意
味
機
能
に
つ
い
て
神
野
由
莉
華
○
新
美
南
吉
論
作
品
に
お
け
る
精
神

亀
井
祐
希
○「
秘
密
の
花
園
」
論
二
人
の
主
人
公
と
そ
の
交
代

川
端
夏
季
○
漱
石
の
文
字
遣
い
岸
本
帆
奈
○
川
端
康
成
「
魔
界
」
の
美
学
北
夏
海
○
李
白
の
仙
人
像
に
つ
い
て
小
圷
佳
子
○
新
潟
方
言
に
お
け
る
三
拍
ア
ク
セ
ン
ト
に
つ
い
て
小
林
千
尋
○『
木
曽
御
嶽
権
現
縁
起
』
の
研
究
酒
井
瞳
○
御
伽
草
子
『
調
度
歌
合
』
の
研
究
坂
田
知
香
○
韓
と
儒
教
思
想
佐
藤
恵
菜
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○
非
常
用
漢
字
と
地
名
佐
野
美
乃
里
○
こど
も
の
と
も
論
溽
間
佳
奈
子
○
お
伽
草
子
『
藤
袋
の
草
子
』
の
研
究
城
竹
七
星
○
田
山
花
袋
「
蒲
団
」
研
究
最
後
の
場
面
を
め
ぐ
っ
て

立
石
理
紗
○
栄
花
物
語
論
田
中
千
尋
○
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
日
本
語
教
育
谷
藤
花
帆
○
御
伽
草
子
の
研
究
田
村
美
樹
○
お
伽
草
子
『
を
こ
ぜ
』
の
研
究
多
森
友
衣
子
○
上
代
文
学
に
お
け
る
鳥
倭
建
命
の
八
尋
白
智
鳥
伝
承
を
中
心
に

土
肥
柚
香
里
○
国
宝
『
源
氏
物
語
絵
巻
』
の
研
究
長
瀨
亜
希
子
○
一
葉
が
描
く
女
性
像
「た
け
く
ら
べ
」
を
中
心
に

日
光
紫
野
○
日
本
の
歌
詞
に
つ
い
て
野
地
貴
子
○『
大
経
師
昔
暦
』
と
『
中
段
に
見
る
暦
屋
物
語
』
の
研
究
長
谷
川
咲
香
○
日
本
人
と
中
国
人
の
働
き
方
に
つ
い
て
林
千
華
○『
木
幡
狐
』
に
つ
い
て
の
研
究
藤
田
彩
○
韓
国
人
日
本
語
学
習
者
の
指
示
詞
習
得
文
脈
指
示
を
中
心
に

細
石
優
梨
○『
と
り
か
へ
ば
や
物
語
』
の
研
究
松
田
麻
実
○
花
岡
大
学
作
品
論
大
学
作
品
に
お
け
る
眼

水
上
祥
子
○
同
性
間
異
性
間
に
お
け
る
恋
愛
相
談
の
比
較
談
話
完
成
法
を
用
い
て

矢
野
瑞
帆
○
王
昌
齢
に
つ
い
て
山
口
千
鶴
○『
沙
石
集
』
に
つ
い
て
山
口
奈
保
美
○
中
巻
か
ら
下
巻
に
描
か
れ
る
皇
位
継
承
と
春
山
秋
山
説
話
の
意
味
吉
田
春
花
○
坂
口
安
吾
の
人
間
観
『桜
の
森
の
満
開
の
下
』
を
中
心
に

余
村
麻
妃
○
目
上
の
人
物
か
ら
の
誘
い
に
対
す
る
断
り
の
分
析
ボ
ス
ト
ン
留
学
場
面
と
日
本
の
ゼ
ミ
場
面
の
談
話
完
成
法
に
よ
る
比
較

渡
辺
佳
菜
―95―
